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昨 年 １ 月 、 埼 玉 県 八 潮 市 の 県 道 で 下 水 道 破 損 に 伴 う も の と さ れ る 道 路 陥 没 に よ り 、 ト

ラ ッ ク 運 転 手 が 車 両 ご と 落 下 し て 死 亡 す る 事 故 が 発 生 し た 。 こ れ を 受 け 、 全 国 で 特 別 重点 調 査 が 行 わ れ 、 本 県 で は 緊 急 度 Ⅰ の 要 対 策 延 長 は ２ ０ ５ ２ ｍ に 及 ぶ こ と が 判 明 し た 。県 は 緊 急 度 Ⅰ の 要 対 策 箇 所 か ら 優 先 的 に 整 備 を 進 め 、 残 る 緊 急 度 Ⅱ 相 当 の ８ ４ ６ ７ ｍ は緊 急 度 Ⅰ の 対 策 完 了 後 、 ５ 年 以 内 の 完 了 を 目 指 し て い く 考 え を 示 し て い る 。 八 潮 市 で の痛 ま し い 事 故 を 繰 り 返 さ な い た め に も 、 早 期 の 対 策 完 了 が 求 め ら れ て い る 。

　
八 潮 市 の 陥 没 は 当 初 、 幅 約

９ ～

1 0ｍ 、 深 さ 約 ５ ｍ ほ ど

だ っ た が 、  そ の 後 、  幅 約

4 0ｍ 、

深 さ 最 大 約

1 5ｍ ま で 拡 大 。 下

水 道 管 の 破 損 に 起 因 す る と 考え ら れ る 陥 没 と し て は 最 大 級の 規 模 と な っ た 。　
陥 没 箇 所 に は 、 整 備 か ら

4 2

年 が 経 過 す る 管 径 ４ ・ ７ ５ ｍの 流 域 下 水 道 管 路 が 埋 設 さ れて い た 。 ２ ０ ２ １ 年 度 の 調 査時 に は 補 修 が 必 要 な 腐 食 は 確認 さ れ て い な か っ た と い う 。　
処 理 水 量 約

6 1万 ㎥ ／ 日 の 下

水 処 理 場 に つ な が る 管 路 の ため 管 径 が 大 き く 、 関 連 す る

1 2

市 町 の １ ２ ０ 万 人 に 下 水 道（ 風 呂 、 洗 濯 な ど ） の 使 用 自粛 が 要 請 さ れ る な ど 、 影 響 はさ ら に 拡 大 し 、 現 場 で は 現 在も 作 業 が 続 い て い る 。　
こ の 事 故 を 受 け て 県 は 昨 年

２ 月 、 築

4 0年 以 上 が 経 過 す る

下 水 道 管 路 施 設  （ 全 ４ 下 水 道 、約

8 9・ ２ ㎞ ） の 緊 急 目 視 点 検

を 行 い 、 異 状 が な い こ と を 確認 し た 。　
下 水 道 管 路 は 地 上 か ら は 見

る こ と の で き な い イ ン フ ラ であ り 、 精 度 の 高 い 調 査 は 困 難

を 極 め る 。 国 は 同 種 ・ 類 似 の事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 ぐ ため 、  専 門 家 な ど で 構 成 す る  「 下水 道 等 に 起 因 す る 大 規 模 な 道路 陥 没 事 故 を 踏 ま え た 対 策 検討 委 員 会 」 を 設 置 。 重 点 的 に点 検 を 行 う 対 象 や 頻 度 、 技 術な ど 、 点 検 の あ り 方 や 今 後 の施 設 の 維 持 更 新 、 再 構 築 と 、そ れ ら を 支 え る 制 度 の あ り 方な ど の 検 討 を 進 め て い る 。　
昨 年

1 2月 の 第 ３ 次 提 言 で 検

討 委 は 、 信 頼 さ れ る イ ン フ ラの た め の マ ネ ジ メ ン ト の 戦 略的 転 換 と し て 、  「 社 会 イ ン フラ の 信 頼 性 に 対 す る 国 民 の 懸念 を 払 拭 し 、 老 朽 化 対 策 に 万全 を 期 す 」  「 ２ つ の 『 見 え る化 』 の 徹 底 （ 管 理 者 や 担 い 手に と っ て の 『 見 え る 化 』  、 市民 へ の 『 見 え る 化 』  ）  」  、  「 ２ つの 『 メ リ ハ リ 』 が 不 可 欠 （ 重点 化 す る 『 メ リ ハ リ 、 軽 量 化

る 。 緊 急 度 Ⅰ の 対 策 完 了 後 、５ 年 以 内 の 完 了 を 目 指 し て いく 方 針 が 示 さ れ て い る が 、 県民 生 活 の 安 全 安 心 を 考 え れば 、 一 刻 も 早 い 整 備 が 望 ま れる だ ろ う 。　
県 は 対 策 工 事 完 了 ま で の 間

の 措 置 に つ い て 、 調 査 結 果 や道 路 に 異 状 を 発 見 し た 際 の 問合 せ 先 と し て 「 全 国 特 別 重 点調 査 結 果 に 関 す る 相 談 窓 口 」を 設 置 す る と と も に 、 異 状 の早 期 発 見 や 陥 没 事 故 の 未 然 防止 の た め 、 定 期 的 に 路 面 下 空洞 調 査 や 路 面 巡 視 を 実 施 す るこ と と し て い る 。　
も ち ろ ん 、 老 朽 化 は 下 水 道

管 路 だ け に と ど ま ら な い 。 下水 処 理 場 で あ る 浄 化 セ ン タ ーも 施 設 の 老 朽 化 対 策 や 耐 震化 、 管 渠 清 掃 、 調 査 な ど を 計画 的 に 進 め る 必 要 が あ る 。　
県 が 管 理 す る 処 理 場 は 利 根

浄 化 セ ン タ ー 、 霞 ヶ 浦 浄 化 セン タ ー 、 潮 来 浄 化 セ ン タ ー 、那 珂 久 慈 浄 化 セ ン タ ー 、 さ しま ア ク ア ス テ ー シ ョ ン 、 き ぬア ク ア ス テ ー シ ョ ン 、 小 貝 川東 部 浄 化 セ ン タ ー の ７ 施 設 。最 も 古 い 施 設 は １ ９ ７ ６ 年 供用 の 利 根 浄 化 セ ン タ ー で 、 約

８ ０ ６ ｍ 、 那 珂 久 慈 流 域 下 水道 ８ ４ ８ ３ ｍ 、 鹿 島 臨 海 特 定公 共 下 水 道 １ ３ ７ ８ ｍ ） を 優先 箇 所 と し て 調 査 を 実 施 。 精査 の 結 果 、 真 に 速 や か な 対 応が 必 要 な 緊 急 度 Ⅰ の 要 対 策 延長 が ２ ０ ５ ２ ｍ で あ る こ と を公 表 し た 。　
内 訳 は 霞 ケ 浦 湖 北 流 域 下 水

道 が

5 3ｍ 、 霞 ケ 浦 常 南 流 域 下

水 道 が １ ３ ７ １ ｍ 、 那 珂 久 慈流 域 下 水 道 が ４ ２ ５ ｍ 、 鹿 島臨 海 特 定 公 共 下 水 道 が ２ ０ ３ｍ 。　
県 は こ の ２ ０ ５ ２ ｍ の 対 策

を 優 先 し 、 早 期 に 完 了 さ せ たい 考 え だ 。 本 年 度 当 初 予 算 にも 下 水 道 整 備 に 係 る 事 業 費 を計 上 し て お り 、 土 木 部 の 公 共事 業 費 を み る と 、 一 般 会 計 の下 水 道 事 業 は 国 補 助 ・ 県 単 合わ せ て 昨 年 度 と 同 程 度 の ６ 億４ ４ ５ ８ 万 ７ ０ ０ ０ 円 だ が 、企 業 会 計 の 流 域 下 水 道 事 業 は国 補 助 ・ 県 単 合 わ せ て

6 2億 ８

６ ８ 万 ２ ０ ０ ０ 円 と し て いる 。 昨 年 度 の 企 業 会 計 の 流 域下 水 道 事 業 は 計

3 1億 ７ ３ ５ ４

万 １ ０ ０ ０ 円 だ っ た の で 、 倍増 に 迫 る 伸 び と な っ た 。　
す で に 工 事 に 向 け た 設 計 に

取 り 掛 か っ て お り 、 策 定 作 業が 終 わ り 次 第 、 順 次 工 事 に 着手 し て い く 見 通 し だ 。 国 は 原

5 0年 が 経 過 す る 。
　
老 朽 化 施 設 の 増 大 に 伴 う 事

故 発 生 や 機 能 停 止 を 未 然 に 防止 す る た め 、 県 は 施 設 の 老 朽化 対 策 を 実 施 す る と と も に 、大 規 模 地 震 な ど に よ る 下 水 道施 設 の 被 害 の 発 生 に 備 え 、 老朽 化 対 策 と 併 せ て 施 設 の 耐 震化 を 計 画 的 に 進 め て い る 。　
当 初 予 算 で は 各 処 理 場 の 整

備 工 事 に 係 る 債 務 負 担 行 為 とし て 、 霞 ケ 浦 常 南 流 域 下 水 道工 事 請 負 契 約 に 限 度 額

1 9億 ２

８ １ ８ 万 円 （ ２ ０ ２ ７ ・

2 8年

度 ）  、 那 珂 久 慈 流 域 下 水 道 工事 請 負 契 約 に 同

1 4億 ８ ７ ７ ０

万 円 （

2 7・

2 8年 度 ）  、 霞 ケ 浦

湖 北 流 域 下 水 道 工 事 請 負 契 約に 同

1 3億 ３ ６ ６ ９ 万 ８ ０ ０ ０

円 （

2 7・

2 8年 度 ） な ど を 設 定

し て い る 。

す る  『 メ リ ハ リ 』  ）  な ど を 提 示 。　
地 域 イ ン フ ラ 群 再 生 戦 略 マ

ネ ジ メ ン ト （ 群 マ ネ ） の 推 進や 、  「 人 の 群 マ ネ 」 を 積 極 的に 取 り 入 れ る こ と な ど に よ る協 力 体 制 の 強 化 、 群 マ ネ の 導入 や 新 技 術 の 活 用 促 進 の 支援 、 専 門 家 を 派 遣 す る 等 の 地方 公 共 団 体 支 援 の 体 制 を 構築 、 予 算 の 安 定 的 な 確 保 、 予防 的 イ ン フ ラ マ ネ ジ メ ン ト への 重 点 的 な 財 政 支 援 や 制 度 改正 の 検 討 な ど に よ り 、 新 し い管 路 マ ネ ジ メ ン ト へ の 転 換 を全 国 隅 々 ま で 徹 底 さ せ る と して い る 。　
ま た 、 国 は 昨 年 ３ 月 、 検 討

委 の 提 言 を 踏 ま え て 地 方 公 共団 体 に 対 し 、 管 径 ２ ｍ 以 上 かつ １ ９ ９ ４ 年 度 以 前 に 設 置 され た 下 水 道 管 路 を 対 象 と して 、  全 国 特 別 重 点 調 査 を 要 請 。　
こ れ を 受 け 、 県 は 下 水 道 管

路 計 ３ 万 １ ４ ６ ５ ｍ （ 霞 ケ 浦湖 北 流 域 下 水 道 ６ ７ ９ ８ ｍ 、霞 ケ 浦 常 南 流 域 下 水 道 １ 万 ４

則 １ 年 以 内 の 実 施 を 求 め て おり 、 速 や か な 対 策 が 期 待 さ れる 。　
一 方 で 、 要 対 策 箇 所 の 大 部

分 は 大 口 径 （ 内 径 ２ ｍ ～ ２ ・６ ｍ ）  、 か つ 管 路 内 の 汚 水 量が 常 時 多 く （ 処 理 水 量 ７ 万 ６４ ２ １ ㎥ ／ 日 ～

1 2万 ２ ２ ５ １

㎥ ／ 日 ）  、 対 策 の 実 施 に は 仮排 水 や バ イ パ ス な ど 、 汚 水 量を 低 下 さ せ る 措 置 が 必 要 と なり 、 困 難 な 工 事 に な る こ と が予 想 さ れ る 。　
さ ら に 、 マ ン ホ ー ル 間 延 長

は 最 大 約 １ ３ ０ ０ ｍ （ 平 均 約５ ７ ０ ｍ ）  、 地 上 か ら の 深 度は 最 大 約

2 0ｍ （ 平 均 約 ８ ・ ７

ｍ ）  で あ る こ と か ら 、  マ ン ホ ール 間 の 延 長 が 長 い 箇 所 は 新 たに 立 坑 を 築 造 す る な ど 大 規 模工 事 と な る 可 能 性 も あ る 。　
そ し て 、 緊 急 度 Ⅰ の 要 対 策

箇 所 の 次 は 、 緊 急 度 Ⅱ の ８ ４６ ７ ｍ に 着 手 す る こ と に な

老 朽 管 の 整 備 を 一 層 加 速
約 ２ ㎞ に お よ び 工 事 必 要

県 内 の 下 水 道 事 業 検 証緊 急 度 Ⅰ か ら 優 先 整 備

管 渠 清 掃 、  調 査 も 計 画 的 に

◆ 全 国 特 別 重 点 調 査 （ 優 先 実 施 箇 所 ） の 要 対 策 延 長

流 域 等

緊 急 度 Ⅰ

要 対 策 延 長  
（ R 7. 9 公 表 時 ）

要 対 策 延 長  
（ R 7. 1 1 精 査 後 ）

霞 ケ 浦 湖 北 流 域 下 水 道 2, 8 0 7 m 5 3 m

霞 ケ 浦 常 南 流 域 下 水 道 7, 0 5 4 m 1, 3 7 1 m

那 珂 久 慈 流 域 下 水 道 4 5 5 m 4 2 5 m

鹿 島 臨 海 特 定 公 共 下 水 道 2 0 3 m 2 0 3 m

合 計 1 0, 5 1 9 m 2, 0 5 2 m

【 凡 例 】

調 査 対 象 流 域 等

常 陸 大 宮 市常 陸 大 宮 市

常 陸 太 田 市常 陸 太 田 市 日 立 市日 立 市

東 海 村東 海 村
那 珂 市那 珂 市

城 里 町城 里 町

水 戸 市水 戸 市
ひ た ち な か 市ひ た ち な か 市

大 洗 町大 洗 町

石 岡 市石 岡 市

土 浦 市土 浦 市つ く ば 市つ く ば 市

阿 見 町阿 見 町

稲 敷 市稲 敷 市

神 栖 市神 栖 市
河 内 町河 内 町

利 根 町利 根 町

牛 久 市牛 久 市

龍 ケ 崎 市龍 ケ 崎 市

小 美 玉 市小 美 玉 市

か す み が う ら 市か す み が う ら 市

調 査 対 象 外 流 域 等

那 珂 久 慈

鹿 島 臨 海

霞 ヶ 浦 常 南

霞 ヶ 浦 湖 北

下 水 道 施 設 の 老 朽 化 対 策 ・ 耐 震 化 （ 公 共 事 業 ）

処 理 場 名 供 用 年 数
経 過 年 数

（ R 8 基 準 ）

1 利 根 浄 化 セ ン タ ー S 5 1 5 0

2 霞 ヶ 浦 浄 化 セ ン タ ー S 5 4 4 7

3 潮 来 浄 化 セ ン タ ー S 6 1 4 0

4 那 珂 久 慈 浄 化 セ ン タ ー H 1 3 7

5 さ し ま ア ク ア ス テ ー シ ョ ン H 9 2 9

6 き ぬ ア ク ア ス テ ー シ ョ ン H 1 1 2 7

7 小 貝 川 東 部 浄 化 セ ン タ ー H 1 5 2 3

老 朽 化 対 策

（ 水 処 理 施 設 設 備 改 築 ）

施 工 前

施 工 後

耐 震 化

（ 管 路 施 設 耐 震 補 強 ）

施 工 前

施 工 後

国 補 事 業 （ Ｒ 8 予 算 額 ： 6 1 7 8 百 万 円 ）

区 分 主 な 事 業 内 容

老 朽 化 対 策

水 処 理 施 設 設 備 改 築 工 事
（ 霞 ケ 浦 浄 化 セ ン タ ー ： 土 浦 市 ）  

機 械 電 気 設 備 改 築 工 事
（ 谷 田 部 第 1 中 継 ポ ン プ 場 ： つ く ば 市 ）  

汚 泥 脱 水 機 設 備 改 築 工 事
（ 那 珂 久 慈 浄 化 セ ン タ ー ： ひ た ち な か 市 ）

耐 震 化 管 路 施 設 耐 震 補 強 工 事 （ 土 浦 市 ）

県 単 事 業 （ Ｒ 8 予 算 額 ： 3 1 百 万 円 ）

区 分 主 な 事 業 内 容

老 朽 化 対 策 処 理 場 電 源 設 備 部 分 改 築 工 事 利 根 町

株 式 会 社 百 代 テ ク ノ ク リ ー ン
〒 3 0 2 - 0 0 2 6 茨 城 県 取 手 市 稲 1 2 0 1 番 地 1

T E L ： 0 2 9 7 - 8 6 - 6 5 0 1

F A X ： 0 2 9 7 - 8 6 - 6 5 0 2

【 事 業 内 容 】

・ 下 水 道 維 持 管 理 ・ 茨 城 県 建 設 業 許 可 第 3 8 6 5 0 号
百 代 テ ク ノ ク リ ー ン H P

・ 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 許 可 　
（ 東 京 ・ 千 葉 ・ 埼 玉 ・ 茨 城 ・ 栃 木 ・ 福 島 ）

清 掃 … 管 渠 清 掃 、 道 路 側 溝 、 路 面 清 掃 　
　 　 　 水 路 、 河 川 、 湖 沼 清 掃 他 各 種 浚 渫 工 事

調 査 … T V カ メ ラ 、 目 視 、 ス モ ー ク

補 修 … 下 水 し 尿 処 理 、 施 設 等 の 防 食 工 事
　 　 　 G M ラ ン ド 工 法 （ マ ン ホ ー ル 蓋 替 え ）

精 査 に よ る 結 果 の 比 較 （ イ メ ー ジ ）

マ ン ホ ー ル① 重 度 の 腐 食

腐 食 （ ラ ン ク Ａ ）
Ｌ 2 0 ｍ

マ ン ホ ー ル③ 重 度 の 腐 食

腐 食 （ ラ ン ク Ｂ ）
Ｌ 2 0 ｍ

② 重 度 の ク ラ ッ ク 等

マ ン ホ ー ル 間

： 中 度 （ ラ ン ク Ｂ ）： 重 度 （ ラ ン ク Ａ ）〈 凡 例 〉

ク ラ ッ ク （ ラ ン ク Ａ ）
Ｎ ＝ １ 箇 所 （ 1 ｍ ）


